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新世紀とやま文化振興計画（平成 30 年改定版）後期重点施策（中間報告案） 
 
１ 後期重点施策の趣旨 

  平成 30 年３月に本県の文化振興の中長期ビジョンとして改定した「新世紀

とやま文化振興計画（平成 30 年改定版）」（計画期間 2018 年度（平成 30 年度）

から 2026 年度（R8）まで）に基づき、「（１）文化活動への幅広い県民の参加」、

「（２）質の高い文化の創造と世界への発信」、「（３）文化と他分野との連携」

の３つを基本目標として、各種施策を展開しているところであるが、後期重点

施策は、時代の潮流と本県を取り巻く状況変化等を勘案し、計画期間後期４年

間で重点的に取り組む施策を明確にするものである。 
 
２ 対象とする期間 

  令和５年度から令和８年度までの４年間 
 
３ 本県を取り巻く状況変化等 

  ・ウィズコロナ…ICT の活用等、文化活動の継続、振興 

  ・北陸新幹線敦賀延伸…県外観光客の増加を踏まえた取組み 

  ・グローバル化…文化芸術を介した国際交流推進(2020 五輪、2024 大阪万博) 

  ・国の文化政策の動き…文化芸術推進基本計画（第２期）の策定ほか 

  ・県の動き…富山県成長戦略、文化審議会での意見、県民アンケート等 
 
４ 後期における施策の柱と主な重点施策 

  Ⅰ．文化を創造・鑑賞・支援する人材の充実・育成 

①子ども・青少年とともに、子どもに関わる大人も一緒に楽しめる 

芸術の創造、鑑賞等体験機会の充実 

    ②学校教育との連携、芸術文化指導者の派遣などを通じた、子どもや 

若手芸術家の育成 

    ③技術スタッフ、キュレーター等文化芸術を支える人材の育成 

  Ⅱ．文化芸術による地域活性化の推進 

    ①本県の豊かな文化資源の活用、魅力発信、広域連携による周遊観光の 

促進 

    ②富山を舞台とした特色ある国際的な芸術文化振興事業の充実と発信 

③文化力を生かした産業の高付加価値化 

  Ⅲ．ウィズコロナ、アフターコロナを見据えた芸術文化の振興 

    ①美術館、博物館等における情報通信技術を使ったオンラインでの 

鑑賞・学習機会の充実 

    ②美術館等におけるリアルでの鑑賞を促す取組みの充実 

    ③文化芸術活動の継続支援 

資料２ 
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〇具体的に取り組む施策について 

  Ⅰ．文化を創造・鑑賞・支援する人材の充実・育成 

    ①子ども・青少年とともに、子どもに関わる大人も一緒に楽しめる 

芸術の創造、鑑賞等体験機会の充実 

・子ども、親、学校等がともに楽しみ、親しみやすい美術館等の企画

を実施する。 

・芸術文化や伝統文化や生活文化の鑑賞・体験など、親子で楽しめる

イベントの開催を支援する。 

・高志の国文学館における企画展や創作体験など、子どもが主体的に

文学に触れあう機会の充実を図る。 

・全国レベル・世界レベルの質の高い芸術文化等に触れる機会の拡充

に努める。 

     

    ②学校教育との連携、芸術文化指導者の派遣などを通じた、子どもや若

手芸術家の育成 

・芸術文化のオンライン配信やアーカイブ等映像資料などＩＣＴを活

用した教育活動の展開に合わせた連携を推進するとともに、学校

等での出前公演などアーティストの活動・発表の場の拡大に努める。 

・次世代を担う子どもをはじめ県民ニーズに対応した芸術文化関係指

導者を派遣する。 

・学校部活動の地域連携、地域クラブ活動への移行に向け、文化部指

導者の確保等を支援する。 

・祭り・行事や伝統芸能など地域の文化財の担い手となる後継者育成

事業を支援する。 

・地域、親、関係団体など、子どもの文化教育に携わる各主体の役割 

を明確化する。 

  

    ③技術スタッフ、キュレーター等文化芸術を支える人材の育成 

・県立美術館・博物館や公立文化ホールにおけるアートマネジメント 

や舞台技術、キュレーターなど、文化芸術の振興を担い、支え、付加

価値を創出する人材育成を図る。 

・文化施設において、友の会等サポーター組織との連携、ＮＰＯとの

協働、企業メセナの活用による事業の企画、運営の取組みを強化す

るとともに、これまで以上に幅広い活動を担えるよう、ボランティ

ア向け研修制度の整備など、県民の参加を促進する。 
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 Ⅱ．文化芸術による地域活性化の推進 

    ①本県の豊かな文化資源の活用、魅力発信、広域連携による周遊観光の

促進 

・観光客や県民を対象とした本県の個性的な美術館・博物館、世界遺

産の五箇山の合掌造り集落、むぎややおわら、国宝瑞龍寺・勝興寺

をはじめとした有形・無形の文化財めぐりなど周遊観光を促進する。 

・黒部宇奈月キャニオンルートをはじめとした電源開発の歴史や立山

信仰の発信により、立山黒部周辺の文化観光を推進する。 

・立山・白山・富士山の「日本三霊山」をテーマに、石川県・静岡県

と文化・学術研究、観光面での広域連携を推進する。 

・富山県が誇る文化財建造物などの保存修理、地域の祭り・行事など

の保存承継を推進し、その価値や魅力の再発見と活用に努めるとと

もに幅広く情報発信する。 

・美術館や博物館をはじめとした県内文化施設が、教育、文化観光そ

の他関連分野において、中核としての役割を果たすための機能強化

に取り組む。 

・多言語解説・案内、キャッシュレス対応などインバウンド対応を推

進する。 

 

 

    ②富山を舞台とした特色ある国際的な芸術文化振興事業の充実と発信 

・質の高い舞台芸術をはじめとした国際文化交流事業を開催すると 

ともに、芸術文化団体等による取組みを支援する。 

       

 

    ③文化力を生かした産業の高付加価値化 

・富山ならではの地域文化や伝統文化、地域に根差した芸術文化を活

かした産業振興の取組みを推進する。 

・若手工芸作家の育成や作品制作・発表機会の創出に努める。 

・学校教育や社会人向けリスキリング教育において、ＳＴＥＡＭ教育

等により、理学、工学、芸術、人文・社会学等を横断した学際的な

学びを通じた人材育成を推進する。 
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  Ⅲ．ウィズコロナ、アフターコロナを見据えた芸術文化の振興 

    ①美術館、博物館等における情報通信技術を使ったオンラインでの鑑

賞・学習機会の充実 

・富山県美術館等の収蔵作品等のデジタルアーカイブ化を進める。 

・企画展をウェブ上で鑑賞できる３Ｄ化やデジタルミュージアム化を

推進する。 

 

 

    ②美術館等におけるリアルでの鑑賞を促す取組みの充実 

・ＩＣＴ技術を活用した美術館、博物館等の展示機能の強化を図る。 

・ＳＮＳやデジタル広告などターゲットを絞ったＩＣＴ技術を活用し

た美術館等のＰＲを充実する。 

・美術館等の魅力を伝える動画配信の充実や展示作品の限定公開、 

ミュージアムコンサートをはじめとした美術館の魅力向上に繋がる

イベント等によるユニークベニューとしての活用など、新たな魅力

づくりを図る。 

・外国人を含む入館者数増のための施策等を推進する。 

 

 

    ③文化芸術活動の継続支援 

・公立文化ホールにおける適切な感染拡大防止対策の実施等により、

芸術活動の継続を支援する。 

・リモートや多拠点による文化芸術活動の推進に向け、公立文化施設

の機能充実・強化を図る。       

・企業版ふるさと納税やクラウドファンディング等の寄付の積極活用

をはじめ、多様な財源の確保方策の周知、活用促進に努める。 

・感染拡大の状況に応じ、適時適切な活動継続支援に努める。 

 



〇後期重点施策に係る関連事業

県美術館教育普及事業
親子向けのワークショップや誰でも気軽に参加できるオー
プンラボ、家庭で制作できるおみやげオープンラボなど、
多彩な創作体験の機会を提供

「Find TAD（美術館へ
おいでよ）」事業

県下の小・中・高校生、特別支援学校を対象とした美術館
での鑑賞プログラムの提供や、先生のための鑑賞講座の開
催

水墨ワークショップ事
業

小中学生などを対象に水墨をテーマとした制作体験を通じ
て日本美術への理解を深める機会を提供

たてはく探検隊開催事
業

立山博物館において、小学生を対象とした立山の自然・歴
史・文化についての体験学習イベントを開催し、立山に関
する学びの場を提供

たてはく出前講座開催
事業

小中高生を対象に、立山の自然・歴史や立山信仰、立山ゆ
かりの文学など幅広いジャンルの出前講座を実施

「雲の向こうはいつも
青空」事業

高志の国文学館において、室井新館長による絵本の読み聞
かせや県ゆかりの人気作家との交流など、幅広い世代の
「学びの場」「憩いの場」を創出

高志の国文学魅力発信
事業

親子スペースでの絵本読み聞かせや小中学生対象のサブカ
ルチャー講座、高校生のための令和万葉教室など、若い世
代向けに文学や文学館に親しむ機会を提供

次世代音楽ふれあい事
業

室内楽フェスティバルや親子で楽しめる０歳から参加でき
るコンサート、ミュージアムコンサートなど、幅広い年齢
層の県民に、質の高い音楽の鑑賞機会を創出

地域文化力向上・活性
化支援事業

万葉集全20巻朗唱の会や学びの森音楽祭、スキヤキミーツ
ザワールドなど、地域の文化を活かした賑わい創出や地域
活性化事業を支援

越中アートフェスタ開
催事業

出品者の年齢を問わない公募美術展「越中アートフェス
タ」の開催

「越中とやま食の王
国」づくり事業

本県の食文化の伝承等に寄与する「とやま食の匠」を認定
し、「越中とやま食の王国フェスタ」等の食のイベント等
で県産食材の活用などを普及

利賀サマー・シーズン
開催事業

利賀に拠点を置く劇団SCOTによる世界一流の舞台公演を開
催し、子どもを含む県民向け鑑賞会などを通じ、質の高い
舞台芸術に触れる機会を提供

Ⅰ．文化を創造・鑑賞・支援する人材の充実・育成

①子ども・青少年とともに、子どもに関わる大人も一緒に楽しめる芸術の創造、鑑賞
等体験機会の充実

※下線はR5新規or拡充
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とやまアーティスト
マッチング事業

学校や社会福祉施設等において、県民の依頼にあわせた県
内芸術家による出前公演や指導等の活動の実施を支援

高校生のアイディアを
集結「アートのちか
ら」事業

高校生が著名文化人の指導を通じ、芸術によるまちづくり
などを学んだ上で、企画立案まで行うアートイベントを開
催

地域部活動推進事業
人材バンクの整備や養成研修等の実施により指導者を確保
するとともに、地域ぐるみの部活動の実施に向けた環境を
構築

県・国指定文化財保存
等補助金

市町村や保存会等が行う祭り・行事や伝統芸能など地域の
文化財の担い手となる後継者育成事業を支援

芸術文化の鑑賞機会創
出・担い手育成事業費
補助金

富山県公立文化施設協議会による県内公立文化ホール職員
への育成研修や複数ホール共同公演開催等の開催を支援

文化ボランティア養成
事業

文化ホールの企画運営を支援する文化ボランティアの養成

美術館・博物館トータ
ルネットワーク推進事
業補助金

県立美術館・博物館による、学芸員の資質向上のための研
修会開催や研究活動助成、ホームページでの情報発信を支
援

北陸三県学芸員交流事
業

北陸三県の美術館・博物館の学芸員相互交流により、学芸
員の資質向上や連携した誘客の取組みを推進

富山県美術館ボラン
ティア養成事業

ボランティア活動の各種研修の実施、要請講座の開催等

とやまの文化魅力発
信・周遊促進事業

ウェブサイトにより文化資源情報を発信するとともに、本
県が誇る世界遺産や国宝、美術館博物館などをめぐるバス
ツアー造成への助成

霊山立山文化観光コン
テンツ創出事業

霊山立山をめぐる体験ツアー実施を支援

③技術スタッフ、キュレーター等文化芸術を支える人材の育成

Ⅱ．文化芸術による地域活性化の推進

①本県の豊かな文化資源の活用、魅力発信、広域連携による周遊観光の促進

②学校教育との連携、芸術文化指導者の派遣などを通じた、子どもや若手芸術家の育
成
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日本三霊山魅力発信事
業

日本三霊山として知られる、立山、富士山、白山をテーマ
とした企画展示や調査研究を行う。

敦賀開業・北陸DC誘客
促進関係事業

北陸三県が連携した全国的な誘客キャンペーンや、観光素
材の磨き上げ、本県の多彩な食の魅力を活用したＰＲ、定
期観光路線の利用促進のための旅行商品造成や運行支援等
を行う。

国宝指定記念勝興寺魅
力発信事業

勝興寺の国宝指定を記念し、県、市、勝興寺等が共同し、
勝興寺宝物展等を開催

文化財建造物等活用推
進事業

文化財建造物の美装化（美しい状態への回復）や公開活用
のための防災・耐震対策事業への支援

ユネスコ無形文化遺産
情報発信事業

本県のユネスコ無形文化遺産に登録された３つの曳山行事
の情報発信、人材育成、普及啓発事業を支援

　　　信
利賀サマー・シーズン
開催事業

利賀に拠点を置く劇団SCOTによる世界一流の舞台公演を開
催し、子どもを含む県民向け鑑賞会などを通じ、質の高い
舞台芸術に触れる機会を提供

とやま世界こども舞台
芸術祭開催事業

「とやま世界こども舞台芸術祭」の開催支援

世界ポスタートリエン
ナーレトヤマ開催

トリエンナーレ方式で行う国際公募ポスター展を開催

南砺市いなみ国際木彫
刻キャンプ開催支援事
業

国内外の木彫刻家による公開制作展示や交流事業の実施を
支援

とやま国際アートキャ
ンプ開催支援事業

海外・県外の美術家を招へいして行う滞在型の美術キャン
プの開催を支援

とやまKOGEI学生チャ
レンジプロジェクト事
業

工芸などを学ぶ美術・芸術系の大学生等を県内工房に招聘
し、県内工芸作家との共同制作等を行う。

とやまデザインビジネ
ススクール事業

総合デザインセンターにおいて、県内企業を対象に、デザ
インの活用により課題解決を図るためのワークショップな
どからなる講座を実施

②富山を舞台とした特色ある国際的な芸術文化振興事業の充実と発信

③文化力を生かした産業の高付加価値化
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伝統工芸ミライ創造事
業

伝統工芸事業者が核となり、産地・異分野・異業種の企業
が連携した新商品開発・販路開拓の取り組みを支援

AI技術を活用した伝統
的工芸品の技術継承事
業

AI技術を活用した伝統的工芸品の技術継承の効率化によ
り、後継者の育成や生産性の向上を図る。

伝統工芸技術継承支援
補助金

伝統的工芸品の継承者の技術習得を支援するため、産地組
合による技術継承の取組みを支援

とやま新時代創造プロ
ジェクト学習推進事業

県立学校においてSTEAM教育や地域連携活動等を推進

とやま人材リスキリン
グ補助金

県内企業が生産性や付加価値の向上のために行う従業員の
リスキリングの取組みを支援

富山県美術館デジタル
ミュージアムオープン
事業

富山県美術館の収蔵品データベースやデジタルコンテンツ
を集約するプラットフォームとしてデジタルミュージアム
を構築

文学館資料整備事業
文学館が収蔵する本県ゆかりの作家や本県を舞台とした作
品に関連する資料をデジタル化し、文学館ホームページで
順次公開

文学館展示デジタル化
事業

高志の国文学館において展示のデジタル化を行い、文字に
偏りがちなふるさと文学の情報をよりビジュアルに提供

美術館等におけるＳＮ
Ｓを活用した情報発信

美術館等において、ツイッターやインスタグラムなどター
ゲットに合わせたＳＮＳによる情報発信を行う

「ゆかりの作家ライブ
ラリー」事業

富山ゆかりの作家や漫画家、映画監督などのインタビュー
動画を制作し、文学館HPで順次配信

次世代音楽ふれあい事
業

室内楽フェスティバルや親子で楽しめる０歳から参加でき
るコンサート、ミュージアムコンサートなど、幅広い年齢
層の県民に、質の高い音楽の鑑賞機会を創出

芸術文化振興基金事業
費補助金

県内芸術団体によるオンライン等ICTを活用した活動実施
を支援

Ⅲ．ウィズコロナ、アフターコロナを見据えた芸術文化の振興

②美術館等におけるリアルでの鑑賞を促す取組みの充実

③文化芸術活動の継続支援

①美術館、博物館等における情報通信技術を使ったオンラインでの鑑賞・学習機会の
充実

- 8 -
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参考１ 県民参考指標の進捗状況 

 

【県民参考指標】 

基本目標に対応した 
「県民参考指標」 

概ね 

５年前 

計画 

策定時 

(H28) 

実績 
実績 

(中間目標) 目標 目標設定の 
１年目 
(H30) 

２年目 
(R1) 

３年目
(R2) 

計画 
中間年 
(R3) 

計画 
最終年 
(R8) 

考え方 

(県総合計画と同様) 

基
本
目
標
１ 

芸術文化に親し

む機会が充足さ

れていると思う

人の割合 

県政世論調査におい

て「音楽や演劇、美術

など芸術文化に親し

む機会」について「充

足されている」と答え

た人の割合 

19.5％ 

(H23) 

37.7％ 

 

42.5％ 

 

36.0％ 

 

40.1％ 

 

38.1％ 

(45％) 

50％ 

 

文化を通じた子
どもたちの交流
の促進や双方向
で芸術文化を楽
しむ場としての
富山県美術館の
活用、文化の次世
代の担い手の育
成等により、芸術
文化に親しむ機
会を充実させる
ことで、増加を目
指す。 

県立文化ホール

の利用率 

県民会館、教育文化会

館、高岡文化ホール、

新川文化ホール、県民

小劇場におけるホー

ルの利用率 

62.2％ 

(H23) 

64.4％ 

 

63.5％ 

 

65.4％ 

 

35.2％ 

 

53.4% 

(70%) 

70％ 

 

多彩な自主文化
事業の推進やニ
ーズに応じた施
設整備、SNS を活
用した広報など、
利用・鑑賞環境等
の整備に努め、利
用率の増加を目
指す。 

地域文化に関係

するボランティ

ア活動者数 

指定文化財など地域

の文化資源を対象と

して保存伝承、体験学

習会（研修会）等の活

動を継続的に実施し

ている団体の活動者

数 

13,510

人 

(H23) 

13,770

人 

 

13,830

人 

 

13,880

人 

 

13,900

人 

 

 

13,950

人 

14,000

人 

14,150

人 

 

県民が芸術文化
の創造に参加で
きる場の拡充や
文化の担い手の
育成等により、県
民の文化に関す
る意識を高める
ことで増加を目
指す。 

県民が身近な場

で親しむことの

できるコンサー

トの実施数 

小学校への出前コン

サートや県立文化施

設でのロビーコンサ

ートなど 

90 回 

(H24) 

93 回 

 

105 回 

 

96 回 

 

30 回 

 

33 回 

(100 回) 

100 回 

以上 

身近な場での鑑
賞機会の拡充に
努め、年間 100 回
の水準を目指す。 
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基本目標に対応した 
「県民参考指標」 

概ね 

５年前 

計画 

策定時 

(H28) 

実績 
実績 

(中間目標) 目標 目標設定の 
１年目 
(H30) 

２年目 
(R1) 

３年目
(R2) 

計画 
中間年 
(R3) 

計画 
最終年 
(R8) 

考え方 

(県総合計画と同様) 

基
本
目
標
２ 

文化に関する国

際交流事業（派

遣、招へい別） 

県・市町村・学校・団

体等の国際交流事業

数 

40 件 

(H23) 

57 件 

 

60 件 

 

61 件 

 

0 件 

 

3 件 

(60 件) 

63 件 

 

特色ある国際文
化交流を積極的
に支援すること
により、国際交流
事業数の増加を
目指す 

基

本

目

標

３ 

総合デザインセ

ンターの商品化

支援件数（累計） 

総合デザインセンタ

ーの支援によって商

品化された件数 

116 件 

(H24) 

167 件 

 

215 件 

 

237 件 

 

274 件 

 

292 件 

(２４０件) 

315 件 

 

総合デザインセ
ンターの支援機
能を強化するこ
とにより、年平均
15 件程度の商品
化を目指す。 

 

計画期間当初にはいずれの指標においても、中間目標値の達成に向けて順調に取り組みが

図られつつあったものの、令和２年度以降、新型コロナウイルス感染症の拡大防止のための

外出自粛、公演や文化教室などの活動の縮小・延期・停止、海外交流の停止、感染拡大時に

おける県立施設の一時閉館などの影響を受け、計画中間目標年である令和３年度においては、

概ね目標値を下回る結果となった。 
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参考２ 県民の文化活動の状況（県民アンケート等調査結果） 

 

 （１）県政世論調査（県広報課） 

県民が県の芸術文化の振興施策に関して満足する割合は、平成 29 年度の 30.6%から減

少傾向にある。特に新型コロナウイルス感染症の拡大が進んだ令和２年度以降は県施策の

中での順位が低下しており、アフターコロナに向けて、向上に努める必要がある。 

 

表１ 県政世論調査 （各年 8～9月実施） 
 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 

満足、どちらかとい

えば満足している

と答えた人の割合 
 

「芸術文化の振興」に関

する県の政策の満足度 

30.6% 24.2% 22.7% 21.4% 20.9％ 

県の施策の中での

順位 

３位 

（68施策中） 

７位 

（74施策中） 

８位 

（74施策中） 

21位 

（74施策中） 

21位 

（73施策中） 

 

 

 

（２）文化に関する県民アンケート調査の概要 

文化に関する催しへ外出した人の割合及び、家庭で文化の鑑賞をした人の割合は、いず

れも全国調査を大きく上回り、高い水準で推移しているが、前回調査と比較すると、外出

した人の割合が大きく低下している。 

各分野別の状況を前回調査と比較すると、文化に関する催しに出かけた状況及び、家庭

での鑑賞については、ほとんどの分野で低下したが、演じたり作ったりした文化活動では、

音楽の分野でやや上昇した。 

 

表２ 文化活動の状況 

 平成 22 年度 平成28年度 令和４年度 

この 1年間に、文化に関する催しに出か

けたことがあると答えた人の割合 
89.8％ 79.0％ 

64.9％ 

(全国 39.7%) 

この 1年間に、家庭でテレビ、ラジオな

どで文化の鑑賞をしたことがあると答え

た人の割合 

95.3％ 86.6％ 
83.6％ 

(全国 63.3%) 

この 1年間に、自分で演じたり、作った

りしたことがあると答えた人の割合 
24.7％ 24.5％ 22.5％ 

※「1年間に演じたり、作ったりしたことがある人」に関する国調査は無い。 
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グラフ１ 文化に関する催しに出かけた状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グラフ２ 家庭での鑑賞 

 

 

 

 

 

 

 

 

グラフ３ 演じたり、作ったりした文化活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（単位：％） 

（単位：％） 

（単位：％） 
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出かけない人の理由 

公演や展覧会など文化の鑑賞に出かけない方の理由としては、「関心がない」（32.4％）

と回答した人の割合が最も高く、次に「出かける時間が少ない」（24.9％）、「魅力のある

公演や催しが少ない」（24.1％）が高くなっている。出かけている方の支障理由と比較す

ると「出かける時間が少ない」(23.7％)、「魅力のある公演や催しが少ない」(22.6％)が

同様に高い。特に「関心がない」の割合に差が生じている。 

前回調査と比較すると、「出かける時間が少ない」が減少している一方、「同好の仲間

がいない」などが上昇している。 

 

グラフ４ 出かけない理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グラフ５ 出かけるうえでの支障 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（単位：％） 

（単位：％） 
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情報入手先 

文化の観賞に出かけるにあたり、その情報をどこから入手したかたずねたところ、「テ

レビ、ラジオ」と回答した人の割合が 62.0％と最も高く、次に「友人、知人や家族など」

（30.0％）、「ポスターやチラシ」（27.8％）が高くなっている。 

前回調査と比較すると、インターネットからの情報入手については、「公式ホームペー

ジや公式 SNS」と「個人ブログや SNS など（主催者以外からの情報発信）」を足し合わせ

ると 29.8％となり、前回(22.9％)と比較して上昇している。 

 

グラフ６ 情報入手先 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文化に関する意識 

子どもたちにとって鑑賞や創作活動が大切であると考えている県民の割合は、自らが

取り組むことが大切であるとする割合より高く、また、県が重点を置くべき施策として、

次代を担う子どもたちが文化に親しむ機会の拡充を図ることをあげる割合が最も多い。 

  表３ 文化に関する意識 

     自ら 子どもたち 

文化の鑑賞をすることは非常に大切、ある程度大切だ

と答えた人の割合 
71.2％ 85.0％ 

演じたり、作ったりする文化活動は非常に大切、ある

程度大切だと答えた人の割合 
37.5％ 77.9％ 

 

（単位：％） 
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グラフ７ 文化振興を通じて「幸せ人口 1000 万～ｳｪﾙﾋﾞｰｲﾝｸﾞ先進地域、富山」を創造するための施策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本県の文化活動 

本県の文化活動が盛んである、または盛んでないと思う点を、盛んと思うと答えた人

（「盛んだ」＋「どちらかというと盛んだ」）と盛んでないと思うと答えた人（「あまり盛

んでない」＋「盛んでない」）との差（以下「ポイント差」という）で見てみる。 

盛んと思っている人の割合が高かった分野は、「美術」（7.2 ﾎﾟｲﾝﾄ）で、盛んでないと

思っている人の割合が高かった分野は、「舞踊」（－27.5 ﾎﾟｲﾝﾄ）、「文芸」（-27.4 ﾎﾟｲﾝﾄ）、

となっている。 

グラフ８ 本県の文化活動が盛んである、盛んでないと思う状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（単位：ポイント） 

（単位：％） 
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全国的または国際的に誇れる「文化」等 

全国的にまたは国際的に誇れる「文化」、「文化活動」及び「文化財」については、「世

界遺産『五箇山の合掌造り集落』などの歴史的な町並みや集落、建造物」（62.9％）と回

答した人の割合が最も高く、次に「『おわら』、『むぎや』に代表される民謡や曳山などの

民俗芸能や祭り行事」（54.8％）、「世界文化遺産を目指す『立山・黒部』における砂防施

設群及び発電施設群や、立山信仰に係る文化遺産」（52.4％）と回答した人の割合が 50％

を超えている。 

なお、年代別に見ると、「世界遺産『五箇山の合掌造り集落』などの歴史的な町並みや

集落、建造物」と回答した人の割合が 70 歳代（66.5％）で高く、「ますのすし、地酒、

五箇山豆腐などの歴史・風土に培かわれた食文化」と回答した人の割合が30歳代（45.0％）

で高くなっている。 

 

表４ 全国的に又は国際的に誇れる文化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（複数回答）　単位：％

国
宝
瑞
龍
寺
や
勝
興
寺
、

瑞
泉
寺
な
ど
の
寺
社

世
界
遺
産
「

五
箇
山
の
合
掌
造
り
集
落
」

な
ど
の
歴
史
的
な
町
並

み
や
集
落
、

建
造
物

世
界
文
化
遺
産
を
目
指
す
「

立
山
・
黒
部
」

に
お
け
る
砂
防
施
設

群
及
び
発
電
施
設
群
や
、

立
山
信
仰
に
係
る
文
化
遺
産

世
界
文
化
遺
産
を
目
指
す
近
世
高
岡
の
文
化
遺
産
群

「

お
わ
ら
」
、
「

む
ぎ
や
」

に
代
表
さ
れ
る
民
謡
や
曳
山
な
ど
の

民
俗
芸
能
や
祭
り
行
事

高
岡
銅
器
・
漆
器
、

井
波
彫
刻
な
ど
の
伝
統
工
芸

ま
す
の
す
し
、

地
酒
、

五
箇
山
豆
腐
な
ど
の
歴
史
・
風
土
に
培
か

わ
れ
た
食
文
化

世
界
演
劇
祭
「

利
賀
サ
マ
ー

シ
ー

ズ
ン
」

の
演
劇
の
利
賀

と
や
ま
世
界
こ
ど
も
舞
台
芸
術
祭
、

国
際
ア
マ
チ
ュ

ア
演
劇
祭
な

ど
の
国
際
文
化
交
流

舞
踊
、

吹
奏
楽
、

演
劇
等
、

優
秀
な
指
導
者
の
も
と
、

国
内
外
で

活
躍
す
る
芸
術
活
動

近
代
美
術
館
や
水
墨
美
術
館
、

立
山
博
物
館
、

高
志
の
国
文
学
館

な
ど
の
特
色
あ
る
美
術
館
・
博
物
館
等

「

万
葉
集
全
2
0
巻
朗
唱
の
会
」

な
ど
の
歴
史
に
ゆ
か
り
の
あ
る

文
芸
活
動
や
イ
ベ
ン
ト

全
国
シ
ェ

ア
ト
ッ

プ
の
ア
ル
ミ
サ
ッ

シ
や
銅
器
の
製
造
、

高
機
能
の
産

業
用
ロ
ボ
ッ

ト
や
癒
し
系
ロ
ボ
ッ

ト
「

パ
ロ
」

の
開
発
な
ど
、

富
山
県

の
も
の
づ
く
り
文
化

わ
か
ら
な
い
。

特
に
な
い

49.0 62.9 52.4 8.3  54.8 43.8 31.0 10.8 6.3  7.4  28.5 11.5 26.3 7.9  

47.7 60.9 49.7 6.0  53.0 46.4 27.8 9.3  5.3  6.0  25.2 11.3 26.5 6.6  

51.5 64.6 52.5 10.6 56.6 44.9 32.3 11.6 6.6  8.6  26.8 12.6 25.8 8.6  

41.7 62.5 33.3 8.3  29.2 25.0 33.3 4.2  - 4.2  12.5 8.3  8.3  16.7 

32.5 62.5 47.5 10.0 55.0 35.0 45.0 7.5  2.5  5.0  22.5 12.5 25.0 2.5  

37.5 57.8 46.9 4.7  45.3 37.5 29.7 4.7  3.1  4.7  18.8 4.7  15.6 14.1 

47.2 62.5 54.2 11.1 51.4 37.5 37.5 12.5 5.6  8.3  20.8 9.7  19.4 6.9  

45.1 62.2 54.9 9.8  52.4 50.0 32.9 12.2 8.5  8.5  35.4 12.2 34.1 7.3  

61.5 66.5 57.1 7.5  65.8 50.9 24.2 13.7 8.7  8.7  36.6 14.9 32.9 5.6  

５０～５９歳

６０～６９歳

７０歳以上

全体

男性

女性

１８～２９歳

３０～３９歳

４０～４９歳

性
別

年
齢
別
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ウ 社会生活基本調査（総務省） 

総務省の社会生活基本調査（令和３年度）により、人口当たりの行動者数を他県と比較

すると、県民の文化活動は、茶道は全国第１位、美術鑑賞は第５位、コンサート等クラシ

ックは第６位、映画館での映画鑑賞は第９位、と高位にあり、さらに演芸・演劇・舞踊鑑

賞は第 13 位、華道は第 14 位、と上位に位置している。 

一方、絵画・彫刻の制作（39 位）、邦楽（40 位）などは、低位にある。 

 

表５ 社会生活基本調査（R３）より作成 人口当たりの行動者数の本県順位 

区 分 全国順位 区 分 全国順位 区 分 全国順位 

スポーツ観覧・観戦 18 邦舞・おどり 23 写真撮影・プリント 32 
美術観賞 5 洋舞・社交ダンス 29 詩・和歌・俳句・小説等の創作 32 
演芸･演劇・舞踊観賞 13 書道 34 読書 29 
映画館での映画鑑賞 9 華道 14 マンガ 31 
映画館以外での映画鑑賞 27 茶道 1 囲碁 26 
ｺﾝｻｰﾄ等ｸﾗｯｼｯｸ 6 和裁・洋裁 43 将棋 35 
ｺﾝｻｰﾄ等ﾎﾟﾋﾟｭﾗｰ 21 編み物・手芸 40 パチンコ 29 
CD･ｽﾏﾎ等音楽鑑賞 44 料理・菓子作り 41 ｽﾏﾎｹﾞｰﾑ、家庭用ｹﾞｰﾑ 37 
楽器の演奏 24 園芸・ｶﾞｰﾃﾞﾆﾝｸﾞ 39 遊園地、動植物園等見学 20 
邦楽 40 日曜大工 19 キャンプ 38 
コーラス・声楽 39 絵画・彫刻の制作 39  

カラオケ 42 陶芸・工芸 38 

                               

 

エ 芸術に関する各種統計 

総務省の国勢調査によると、本県の芸術家等の人数の推移は、グラフ９のとおりであり、

④デザイナーが前回調査の 990 人に比べて 1,260 人と、270 人増加している。 

 

グラフ９ 芸術家等の人数の推移（富山県） 
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③ 

⑤ 
⑦ 

⑧ 

⑨ 

⑥ 

単位：人 

※出典「令和３年社会生活基本調査結果」 

（総務省統計局） 


